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１．研究計画の概要 
 強いレフシェッツ条件を有するゴレンス
タイン環に関する理解を深めることが本研
究の目的である。完全交叉環では常にレフシ
ェッツ条件が成立するものと予想できる。 
とりわけ、対称群が作用する完全交叉環は、
ワイルの相互法則がそのまま使える場合が
あり、従って応用出来る様々の手段が開発さ
れており、興味深い理論を建設することが可
能である。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)埋蔵次元ｎのゼロ次元ゴレンスタイン環
は、ｎ次元ｒ次形式と一対一に対応している。
さらに、強いレフシェッツ第一条件は、その
形式のヘシアンによって記述できる。このこ
とから、ヘシアンが消えるｎ変数ｒ次形式を
解明する必要があり、1876 年に発表された
Gordan-Noether のヘシアンに関する論文を
可環代数の立場から読み直している。これは、
特殊な形の偏微分方程式の解を求める問題
に帰着し、偏微分方程式の専門家の助言を求
めている。この微分方程式は、山田浩氏によ
って、自己消滅型（Self-vanishing system）
と名付けられた。この解の解明と同時に、そ
の微分方程式そのものが、一つの研究対象で
あり得る。ゴレンスタイン環の強いレフシェ
ッツ条件を考えることにより、「高次ヘシア
ン」の定義が自然に導かれ、ある意味では強
いレフシェッツ条件は、完全に解明されたと
いえる。 
(2)一方、同次数のモノミアル完全交叉環は、
ｎ次元ベクトル空間のｒ次テンソル空間と
見なすことができ、一般線形群と対称群が同
時に相互交換子として作用する。ワイルの相

互法則はそのまま成立する。これは既に知ら
れていたワイルの相互法則を、新しい立場か
ら見直すことになり、既知の結果に、新しい
意味を与えることが出来る。 
(3)また、テンソル表現による作用のみに止ま
らず、より一般の作用が考えられるので、あ
たらしい研究課題が得られたことになる。こ
のことに関しては、まだ十分の結果を得てい
ない。 
(4)正標数で、強いレフシェッツ条件を考える
ことが、F-threshold の理論に関連づけられ
ることを渡辺敬一氏により指摘され、正標数
におけるレフシェッツ条件を視野に入れ始
めた。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
進捗状況に書いたとおり、関連した研究課題
が大量に現われ、短期間では手に負えない程
になっている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
代数幾何学、表現論、組合せ論など多くの分
野の若手の研究者と共同研究を推進し、情報
を交換する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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